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◆他国と比較しても負けないように、「受入れ国→選ばれる国へ」の多様性を
受け入れる寛容さと、実質的な本人の負担（手数料等）をなるべく緩和する

◆日本人と同等の賃金の設定、キャリア形成システムとその評価とリターン
など明確にして外国人にとってもわかりくキャリア形成が可能な機会ある
組織づくりを目指す

◆ （外国人だからこそ）適正な教育・育成プログラムの提供、開発

◆悪質な機関のチェック、排除、業界総体としての規範・ガイドラインの設定
と各種支援を行う

◆一緒に働く日本人社員が外国人のことをもっとも理解できるような多様性を
持った企業体となることが大切

様々な課題は必ず発生するが、真摯に課題に取り組むこと（完璧でなくても）
で、日本での就労の魅力は必ず高い評価となる



Copyright © iforce All rights Reserved. 34

公益社団法人 国際人材革新機構
（iforce）

HP: https://www.iforce.or.jp
E-Mail: info@iforce.or.jp

Tel:03-6435-3021

http://www.iforce.jp/

	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: 韓国、台湾における外国人受入れの取り組み
	スライド 6: ドイツの外国人人材受入れの取り組み
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33: 「選ばれる国」を目指して
	スライド 34



